
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはようございます。近頃、台湾の半導体メーカー「TSMC」が、熊本の

菊陽町に第一工場を建設し、開所式が行われたというニュースが世間を賑わ

せています。その半導体製造には、500 以上の工程の約 3 割が洗浄工程とな

るために、大量の清水が必要だとされていますが、熊本の菊陽町には、その

洗浄に必要とされるきれいな水が豊富にあるのが進出理由の一つだそうです。 

しかし、現在菊陽町では、とんでもない半導体バブルが起こっているよう

です。まず一つは、牛を飼っていた１坪 2～3 万円の土地が、20 万円から 30

万円と 10 倍になり、畑はマンションに様変わりしているそうです。そして

半導体企業の進出が、第一工場に続き、第二工場、第三工場までの計画があ

り、土地の買収合戦がまだまだ起こるということだそうです。 

それに伴って人口が急増し、色々な店舗の開店が相次ぎ従業員の争奪戦も

起こり始めている中で、「TSMC」は、第一工場だけで 3400 人の雇用をするそうです。時給は 2,000 円とも言わ

れています。 

熊本での時給は東京より安く、898 円～1,107 円ですので、地元の既存の工場や商店、企業で働いていた従業員

が新工場に流れてしまう懸念も出て、働き手不足となり廃業になる心配もあるそうですが、急激なバブル景気で今

後の経済効果は 10 兆円にも上るのではないかと言われています。 

そこで思い出したのが、去年メークアップに見えられた、米山学友の「謝冠園(シャカンエン)」さん。台湾の半

導体会社にお勤めで、この後大阪を経て九州に行く途中で当クラブに寄らせていただいたと言っていました。今思

えば目的地は熊本の菊陽町だったのかもしれません。今となってみれば、もう少しお近づきなっておけば良かった

かな、と思っています。 

最後になりましたが、本日は RI 2620 地区 インターアクト小委員会 委員長、小栁守弘様(浜松北 RC)をお招き

しております。今日は宜しくお願いをいたします。 

 

 

 

① 会員手帳更新時期です。区再編に伴い区名が変わりましたのでご確認ください。 

 

 

 

■藤田光弘副幹事 4 月 14 日に開催される次年度地区研修協議会の案内 

 

 

 

 

 

 

 

■会場：オークラアクトシティホテル浜松 3 階 チェルシーの間 

■司会：谷川修一 豊田充孝 

■点鐘：伊藤勝人 ■週報：鈴木 亮 

■ロータリーソング：「夢のみずうみ」 

■ゲスト： インターアクト小委員会委員長 小栁守弘様（浜松北 RC） 

米山記念奨学生 ヤオ ファンボさん 

 

スマイル提出者氏名掲載 

伊藤勝人会長・土屋公良幹事 

青少年育成部会一同、藤田光弘副幹
事、原田道子会員 

会員数 70 名（内出席免除会員 1 名） 

出席数 49 名 出席率 71.01％ 

 

会長挨拶 

幹事報告 

委員会報告 

RI 会長 ゴードン R.マッキナリー/第 2620 地区ガバナー 中村皇積 /会長 伊藤勝人 /幹事 土屋公良   

〒430-7733 浜松市中区板屋町 111-2 オークラアクトシティホテル浜松内 Tel:053-452-0800 

Email:info@power-hamamatsurc.jp  http://www.power-hamamatsurc.jp 

創立：2002 年 10 月 22 日  認証伝達式：2003 年 4 月 29 日 スポンサークラブ：浜松中ＲＣ 

小さな歯車 地球を回す 



 

 

■『RI2620 地区インターアクトクラブ活動状況について』 

卓話者/地区インターアクト小委員会委員長 小栁守弘様 

 

⇒インターアクトクラブとは 14 歳から 18 歳までの青少年のための奉仕クラブ 

⇒静岡第 5 グループ内には①西遠女子学園（浜松 RC）②聖隷クリストファー（浜松北 RC）③オイスカ浜松国際

（浜松西 RC）の３クラブが様々な合同奉仕活動を展開中 

⇒クラブで提唱するにはインターアクトに対する理解を得られる学校を見つけることが最初のステップとなる

が、業務量が増えている教育現場では中々理解が得られないのが現状。支援方法は様々であるが年間 10 万円

程度のサポートが標準的。 

⇒インターアクトクラブ・ローターアクトクラブを支援し、共に奉仕活動をすることで、将来のロータリアンを

育成することにもつながる 

 

■能登半島地震における DMAT 聖隷医療チームの活動報告 

・1/2 医療チーム編成、1/4 第 1 班出動。 

・1/6～クラッシュ症候群の患者搬出 などの救助活動を続ける。 

・1/8 自衛隊輸送ヘリとの連携、重傷者対応 

・1/9 医療物資搬送、患者手当および搬送 

・1/10 医療行為支援 

・1/11 第 1 班撤収 ＞ 現在第 4 班が活動中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事 


